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Abstract 

A single specimen of the little-known alpheid shrimp, Salmoneus aduncus Komai, 2022 was collected by 

Smith-McIntyre grab from Ehime Prefecture, western Japan. Although well sculptured major chela of the 

present material was closer to S. rostratus Barnard, 1962, morphological characters of other parts were well 

matched to the original description of S. aduncus. DNA barcoding of 16S rDNA region also supported the 

conspecificity between the present material and S. aduncus holotype. We regard that relatively shorter rostrum 

with more vestigial lower teeth and blunt posteroventral tooth of pleura 4 and 5 as potential diagnostic 

characters comparable to S. rostratus. The living colouration of the present material was reddish and more 

similar to that of S. rostratus than the original description of S. aduncus, described as pale orange. The 

symbiotic relationship between S. aduncus and Alpheus digitalis De Haan, 1844 was also suggested. 

 
Key words: 16S rDNA; biogeography; diagnostic character; DNA barcoding; Salmoneus rostratus species 

group; Seto Inland Sea; Smith-McIntyre grab; symbiosis 

 

緒言 

ノコギリテッポウエビ属 Salmoneus Holthuis, 

1955 は、汎世界的に温帯域から熱帯域にかけて

分布するテッポウエビ科 Alpheidae Rafinesquie, 

1815 の甲殻類であり、一部の種では他の無脊椎

動物の巣孔への棲み込み共生が知られている

（Poore and Ahyong 2023）。日本国内からはカギ

ツメノコギリテッポウエビ S. aduncus Komai, 

2022、ガマノコギリテッポウエビ S. antricola 

Komai, Yamada and Yunokawa, 2015、ババノコギリ

テッポウエビ S. babai Miyake and Miya, 1966、ア

ナモリノコギリテッポウエビ S. brucei Komai, 

2009、アシボソノコギリテッポウエビ S. gracilipes 

Miya, 1972、S. pinguis Komai and Anker, 2012、ノ

コギリテッポウエビ S. serratidigitus (Coutière, 

1896)、カワリノコギリテッポウエビ S. singularis 

Komai, Maenosono and Naruse, 2021、ミスジノコギ

リテッポウエビ S. tricristatus Banner, 1959 の 9 種

が記録されているほか（Komai 2022）、野村（1994）

はノコギリテッポウエビに類似した標本を S. cf. 

serratidigitus として報告しており、吉郷（2009）

と Sato and Komai（2023）はそれぞれ本属の未同
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定種について言及している。なお、Sato and Komai

（2023）の未同定種は野村（1994）と吉郷（2009）

の種を含めた、国内から記録されている他の 11

種とは形態的に異なっており（佐藤、未発表）、

したがって日本から本属の種は少なくとも 12 種

が記録されていることとなる。 

本属の種は形態的特徴により 7 つの種群に大

別されており（Anker and Marin 2006）、中でも S. 

rostratus 種群は大鉗脚の咬合縁の歯が大きく、近

位半分から多くとも 2/3程度までにしか並ばない

点で、本属の和名の由来である鋸歯状の咬合縁を

呈さない特異なグループである。本種群にはこれ

までにインド西太平洋から知られる以下の 4 種

が含まれる：カギツメノコギリテッポウエビ、S. 

bruni Banner and Banner, 1966、S. rostratus Barnard, 

1962、S. singaporensis Anker, 2003（Anker and Marin 

2006; Komai 2022）。本種群で唯一の国産種である

カギツメノコギリテッポウエビは、山口県の瀬戸

内海側から得られた 2 標本に基づいて記載され

た種であるが（Komai 2022）、原記載以外に採集

例がないため、種内変異の程度や分布域、生態等

の情報が不足している。 

著者らは 2026 年 1 月 20 日に愛媛県沖で実施

した海洋生物相の調査において、S. rostratus 種群

に属するノコギリテッポウエビ属の 1 標本を得

た。当該標本は形態的特徴および 16S rDNA 領域

（16S）による DNA バーコーディングの結果か

らカギツメノコギリテッポウエビに同定された

が、一部の形態的特徴や色彩に原記載と相違が見

られた。また採集時の状況から本標本がオニテッ

ポウエビ Alpheus digitalis De Haan, 1844 の巣孔に

棲み込み共生していた可能性が示唆されたため、

本研究で報告する。 

 

材料および方法 

調査手法と標本の固定・計測 

本研究の検討標本は、愛媛県松山市沖で、豊

潮丸（広島大学）を用い、スミスマッキンタイ

ヤ式採泥器によって採集されたものである。 

標本の生時の色彩を記録するため、採集後、

直ちにクローブオイルによる麻酔を施し、写真

の撮影を行った。その後 80 %エタノールによる

液浸標本とし、標本は琉球大学博物館（風樹館：

RUMF）に収蔵した。 

標本の大きさは甲長（carapace length: cl）で表

し、その計測方法は Komai（2022）に従い額角

の先端から甲の後縁中央までとした。また本属

エビ類では雄の特徴である雄性突起（appendix 

masculina）を持ちつつも抱卵している個体が得

られており（Anker et al. 2020）、性別の判定が困

難な状況にある。本研究で示した標本の性別は

雄性突起の有無に基づいた暫定的な結果であ

る。 

 

DNA抽出および塩基配列決定 

DNAの抽出は検討標本の右側の腹肢を使用

し、NucleoSpin Tissue XSキット（タカラバイオ

社）を提供されているプロトコル通りに実施し

た。 

本研究では16S領域を標的として増幅および

配列決定を行った。用いたプライマーは16Sar

（5’-CGCCTGTTTATCAAAAACAT-3’）および

16Sbr（5’-CCGGTCTGAACTCAGATCACGT-3’）

（Palumbi and Benzie 1991）である。PCR反応液

はテンプレートDNA 0.5 µl、各プライマー 0.3 

µl、KOD One PCR Master Mix（東洋紡社） 5.0 

µlおよび超純水3.9 µl（全量10.0 µl）である。サ

ーマルサイクルは次の通りである：98.0 ℃で10

秒の熱変性、43.0 ℃で5秒のアニーリング、

72.0 ℃で7秒の伸長を35サイクル繰り返し、最

終伸長は行わない。PCR産物を1.5 %アガロース

ゲル電気泳動により増幅を確認した後、以下の

手順で精製を行った。PCR産物にCalf Intestine 

Alkaline Phosphatase（タカラバイオ社） 0.15 µl、

Exonuclease I（タカラバイオ社） 0.075 µlを加え、

サーマルサイクラーを用いて37.0 ℃で20分、

83.0 ℃で30分反応させた。 

シーケンスはファスマック社へ外注し、得ら

れた forwardと reverseの配列をBioEdit version 

7.2.5（Hall 1999）を用いて、手動で塩基配列を

決定した。 
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Table 1. List of Salmoneus aduncus and S. rostratus specimens used for genetic analysis in this study. 
 

 

 

 

 

 

 

遺伝解析 

得られた塩基配列について、GenBankの

Nucleotide blastを利用し、既に登録されている

ノコギリテッポウエビ属の配列と高い相同性

があることを確認した。また、GenBankに登録

されていたノコギリテッポウエビ属の配列の

内、S. rostratus種群であるカギツメノコギリテ

ッポウエビおよびS. rostratusの計3配列（Table 1）

をダウンロードした。その後、それらと検討標

本とのKimura 2 parameter modelに基づく遺伝的

距離（K2P distance）を計算した。解析において、

アライメントはClustal W（Thompson et al. 1994）

によって行い、遺伝的距離の計算にはMEGA 11

（Tamura et al. 2021）を用いた。 

 

結果と考察 

Salmoneus aduncus Komai, 2022 

カギツメノコギリテッポウエビ 

（Figs. 1, 2） 

 

検討標本 

RUMF-ZC-8475、1 雄（甲長 4.9 mm）、愛媛県

松山市安居島北東沖、St. SM14（34.114967 °N, 

132.726967 °E）、水深 41 m、軟泥、スミスマッ

キンタイヤ式採泥器、豊潮丸、2026 年 1 月 20

日、佐藤大義・京谷蒼馬ほか採集。 

本標本から得られた 16S 領域の塩基配列は

GenBank に登録されている（アクセッション番

号：LC929846）。 

 

同定 

検討標本は、額角が背面観で細長い三角形を

呈し、眼蓋の前縁に 1 対の鋭い突出部を持つこ

と、甲の側面前方に水平な縫合線を持つこと、 

 

 

 

 

 

 

 

甲の背面には胃域上の結節（gastric tubercle）を

除いて目立った構造を持たないこと、第 6 腹節

の後側端に分節された可動小片（movable plate）

を持たないこと、鉗脚（第 1 胸脚）は左右非対

称で、共に折り曲げられていること、大鉗脚の

掌部は肥厚するが指部は薄くやや細長いこと、

尾節の後縁は中央で僅かに窪むことから、ノコ

ギリテッポウエビ属に同定された（Poore and 

Ahyong 2023）。Anker and Marin（2006）はノコ

ギリテッポウエビ属を 7つの種群に大別してお

り、検討標本は細長い額角を持つこと、第 2 触

角の鱗片腕節（carpocerite）は比較的長い（触角

鱗より僅かに短い程度）こと、眼蓋から複眼の

一部が露出していること、大鉗脚の長節は細長

く、鉗部は強く肥大すること、大鉗脚の咬合縁

には近位に大きな歯が数個あるのみで、遠位に

歯を持たないことで、典型的な S. rostratus 種群

の形態的特徴を備えていた。 

これまでに S. rostratus種群にはカギツメノコ

ギリテッポウエビ、S. bruni、S. rostratus および

S. singaporensis の 4 種が知られるが、検討標本

は甲の胃域上に結節を持つことで S. bruni と、

大鉗脚咬合縁の遠位半分に歯を持たないこと

で S. singaporensis とそれぞれ区別された

（Banner and Banner 1966; Anker 2003）。 

残る 2 種について、Komai（2022）はカギツ

メノコギリテッポウエビ（以降、カギツメ）と

S. rostratus の形態的差異として以下の 3 点を挙

げた：1）尾節はカギツメの方が幅広い；2）大

鉗脚の掌部を縦走する溝は S. rostratusの方が顕

著；3）大鉗脚の咬合縁の歯は S. rostratus の方

が発達する。以上の 3 点について、検討標本で

は 1）尾節の最大幅（基部の幅）は長さの約 2.3

倍であり、カギツメのホロタイプの値と一致す 
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Fig. 1. Living colouration of Salmoneus aduncus Komai, 2022, male (cl 4.9 mm) 

(RUMF-ZC-8475). A, dorsal view; B, left lateral view. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

る（Fig. 2E）；2）大鉗脚の掌部を縦走する溝は

S. rostratus ほど顕著でないが、カギツメの原記

載よりは明瞭である（Fig. 2F vs. Barnard 1962: fig. 

1e; Anker and Marin 2006: figs. 14e, d, 15c, d vs. 

Komai 2022: fig. 4A, C, D）；3）大鉗脚の咬合縁

の歯はよく発達し、S. rostratus と比べて遜色無

い（Fig. 2F vs. Anker and Marin 2006: figs. 14e, 

15d）。 

ここで、その他の形態形質について検討標本、

カギツメおよび S. rostratus で比較すると、額角

は S. rostratus ではよく伸長し、第 1 触角の柄部

第 1 節の末端を明らかに越える（ホロタイプで

は第 2 節の中央付近に達する）（Barnard 1962: 

fig. 1a; De Grave and Wilkins 1997: fig. 1a; Anker 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

and Marin 2006: figs. 14a, 15a）のに対し、検討標

本とカギツメでは辛うじて第 1節の末端に達す

る程度である（Fig. 2A–C; Komai 2022: fig. 2B）；

額角の先端下側の小歯は S. rostratusでは小さい

ながらも鋭く明瞭である（Barnard 1962: fig. 1b; 

De Grave and Wilkins 1997: fig. 1a; Anker 2003: fig. 

3d; Anker and Marin 2006: figs. 14b, 15b）一方で、

検討標本とカギツメでは痕跡的か、ごく小さく

鈍角である（Fig. 2B; Komai 2022: fig. 2A）；第 4、

5 腹節の後側角の突出部は S. rostratus では細く

鋭いが（Anker and Marin 2006: figs. 14i, 15e）、検

討標本とカギツメではやや鈍い（Fig. 2D; Komai 

2022: fig. 1）。 

以上を踏まえ、検討標本は Komai（2022）に 
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Fig. 2. Salmoneus aduncus Komai, 2022, male (cl 4.9 mm) (RUMF-ZC-8475). A, carapace, 

antennular and antennal peduncles, left lateral view; B, anterior part of carapace, left lateral view; 

C, same, dorsal view; D, pleura 4–6, left lateral view; E, telson, dorsal view; F, major (left) chela, 

extensor view. Scales are 1.0 mm. 

 

Table 2. K2P distance between the partial 16S rDNA 

sequences (476 bp) of Salmoneus aduncus and S. 

rostratus. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

よる原記載と若干の相違はあるものの、S. 

rostratus と比べて共有する特徴が多いことから

暫定的にカギツメノコギリテッポウエビと同

定した。なお、16S 領域の K2P distance は検討

標本とカギツメのホロタイプ間では0.45 %であ

り、S. rostratusとの間では 3.30 %であった（Table 

2）。Komai（2022）はノコギリテッポウエビ属の

16S 領域における K2P distance の種間差が 1.6–

13.9 %であったと報告しており、検討標本とカ

ギツメのホロタイプの間に見られた遺伝的距

離は十分に種内変異の範囲内と考えられる。 

 

生時の色彩 

体、第 1、2 触角の柄部、腹肢および尾肢は赤

みの強い赤橙色であり、両触角の鞭部と他の付

属肢は白色半透明（Fig. 1）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

分布 

本種は日本固有種であり、瀬戸内海西部［山

口県の屋代島西方沖（タイプ産地）および柱島

東方沖］からのみ標本が得られていた（Komai 

2022）。本研究により愛媛県松山市沖からも新

たに記録された。 

 

備考 

同定の項目で示したように、本研究の検討標
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本はカギツメのホロタイプとの間では大鉗脚

の形態に違いが見られ、むしろ S. rostratus に近

い形質状態であった。しかしながら、その他の

形態的特徴や 16S 領域による DNA バーコーデ

ィングの結果、また S. rostratus のタイプ産地は

マダガスカルであり、地理的な距離が離れてい

る（カギツメのタイプ産地は山口県南東部）こ

とを踏まえると、愛媛県産の検討標本をカギツ

メと同定し、大鉗脚に見られた原記載との相違

は種内変異と判断することが妥当である。また

Komai（2022）では言及されていないが、額角や

第 4、5 腹節後側角の形態でも両種を区別でき

る可能性が示唆された。ただし、これまでに得

られている本種の標本は本研究を含めて僅か 3

標本のみであり、形態の変異幅を把握するには

十分とは言えない。今後引き続き同様の調査を

行うことにより、種内変異の把握に向けた追加

標本の収集が望まれる。 

Komai（2022）はカギツメと S. rostratus の相

違点として、鮮時の色彩がカギツメでは体と第

1、2 触角の柄部がオレンジ色であるのに対し、

S. rostratus では赤色であると述べている。とこ

ろが、検討標本の生時の色彩は赤みが強く（Fig. 

1）、カギツメ（Komai 2022: fig. 5）よりも S. 

rostratus（Anker and Marin 2006: fig. 7b, c）に酷

似する。Komai（2022: fig. 5）が示したカギツメ

の鮮時の色彩は、一度冷凍し、解凍した後に撮

影されたものであるが、生時から同様の色彩で

あったとのことである（駒井智幸博士、私信）。

なお、本属を含むテッポウエビ科エビ類では採

集直後から時間経過に伴って色彩が変化する

ことがあり、特に暖色系の色では濃淡が変わる

ことが多い（佐藤、未発表）。したがって、本研

究と Komai（2022）の間に見られた色彩の違い

は、標本個体の状態によるものである可能性が

高く、生時の色彩によって本種と S. rostratus を

区別することは困難である。 

ノコギリテッポウエビ属の複数種は他の無

脊椎動物の巣孔へ棲み込み共生を行うことが

が知られている（例えば、Anker and Marin 2006; 

Komai 2009; Anker et al. 2020）。Komai（2022）は

カギツメについて共生の証拠は得られていな

いとしつつ、Anker（2003）や Anker and Marin

（2006）を引用し、近縁の S. rostratus はテッポ

ウエビ属Alpheus Fabricius, 1798の巣孔を利用す

ることを付記している。また De Grave and 

Wilkins（1997）は S. rostratus がカスリハゼ

Mahidolia mystacina (Valenciennes, 1837) と同一

の巣孔から得られたとしているが、本種もテッ

ポウエビ属の巣孔を利用する共生性ハゼ類で

ある（Anker 2003; 瀬能 2014）。一方で同種群の

他の 2 種、S. bruni と S. singaporensis は記録が

乏しく、共生性の有無などは明らかとなってい

ない（Banner and Banner 1996; Anker 2003）。本

研究の検討標本はスミスマッキンタイヤ式採

泥器で採集されたが、同時に採集された底質試

料からは 1 個体のオニテッポウエビ Alpheus 

digitalis De Haan, 1844（RUMF-ZC-8476）が採集

された（Fig. 3）。採集時の状況からは本種がオ

ニテッポウエビの巣孔内に生息していたか不

明であるが、検討標本が得られた一連の調査で

は近隣の海域で同様な採泥を 28 回行ったもの

の、カギツメとオニテッポウエビは同時に採集

された 1 個体ずつしか確認されなかったこと、

同時に他の穴居性の大型無脊椎動物が得られ

なかったこと、また近縁な S. rostratus がテッポ

ウエビ属の巣孔利用者として知られているこ

とを踏まえると、検討標本がオニテッポウエビ

の巣孔を利用していた可能性は十分に考えら

れる。近年ではテッポウエビ属と共生するハゼ

類が、宿主と思われるテッポウエビ属と同時に

スミスマッキンタイヤ式採泥器で採集された

例もあり（大井ら 2025）、本手法による調査は

直接的な証拠とはならないものの、直接観察が

困難な海域、水深における棲み込み共生の解明

に一定の示唆を得る上で有用である可能性が

ある。 
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Fig. 3. Alpheus digitalis De Haan, 1844 (RUMF-ZC-8476) (white arrow) and Salmoneus aduncus 

Komai, 2022 (RUMF-ZC-8475) (red arrow) in the sample collected by Smith-McIntyre grab. 
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